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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディジタル映像出力端子およびアナログ映像出力端子を備える映像信号処理装置におい
て、
　前記ディジタル映像出力端子に接続されたディジタルモニタのスペックを示すスペック
情報を取得するスペック情報取得手段と、
　前記アナログ映像出力端子に接続されたアナログモニタのスペックをユーザに選択させ
るスペック選択手段と、
　取得された前記ディジタルモニタのスペック情報、または選択された前記アナログモニ
タのスペックのどちらを優先させるかをユーザに設定させる設定手段と、
　前記ディジタル映像出力端子または前記アナログ映像出力端子の少なくとも一方から出
力するための映像信号の解像度を決定する決定手段と、
　決定された解像度の映像信号を、前記ディジタル映像出力端子または前記アナログ映像
出力端子の少なくとも一方から出力させる出力制御手段と
　を含み、
　前記ディジタルモニタのスペック情報を優先させるように設定された場合、
　　前記決定手段は、映像信号の解像度を、取得された前記ディジタルモニタのスペック
情報が示す最高の解像度に決定し、
　　前記出力制御手段は、
　　　決定された解像度の映像信号を、前記ディジタル映像出力端子から出力させるとと



(2) JP 4470810 B2 2010.6.2

10

20

30

40

50

もに、
　　　選択された前記アナログモニタのスペックが、決定された解像度の映像信号に対応
可能であるときのみ、決定された解像度の映像信号を、前記アナログ映像出力端子から出
力させ、
　前記アナログモニタのスペックを優先させるように設定された場合、
　　前記決定手段は、映像信号の解像度を、選択された前記アナログモニタのスペックが
示す最高の解像度に決定し、
　　前記出力制御手段は、
　　　決定された解像度の映像信号を、前記アナログ映像出力端子から出力させるととも
に、
　　　取得されたスペック情報に基づいて前記ディジタルモニタが、決定された解像度の
映像信号に対応可能であると判断したときのみ、決定された解像度の映像信号を、前記デ
ィジタル映像出力端子から出力させる
　映像信号処理装置。
【請求項２】
　取得された前記スペック情報が示す、前記ディジタルモニタが対応可能な複数の解像度
をユーザに提示して選択させる解像度選択手段をさらに含み、
　前記ディジタルモニタのスペック情報を優先させるように設定された場合、
　　前記決定手段は、映像信号の解像度を、取得された前記スペック情報が示す、前記デ
ィジタルモニタが対応可能な複数の解像度のうち、ユーザに選択された解像度に決定する
　請求項１に記載の映像信号処理装置。
【請求項３】
　出力すべき前記映像信号として、テレビジョン放送信号を受信する受信手段を
　さらに含む請求項１に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　受信された前記テレビジョン放送信号を記録媒体に記録し、また再生する記録再生手段
を
　さらに含む請求項３に記載の映像信号処理装置。
【請求項５】
　ディジタル映像出力端子およびアナログ映像出力端子を備える映像信号処理装置の映像
信号処理方法において、
　前記ディジタル映像出力端子に接続されたディジタルモニタのスペックを示すスペック
情報を取得するスペック情報取得ステップと、
　前記アナログ映像出力端子に接続されたアナログモニタのスペックをユーザに選択させ
るスペック選択ステップと、
　取得された前記ディジタルモニタのスペック情報、または選択された前記アナログモニ
タのスペックのどちらを優先させるかをユーザに設定させる設定ステップと、
　前記ディジタル映像出力端子または前記アナログ映像出力端子の少なくとも一方から出
力するための映像信号の解像度を決定する決定ステップと、
　決定された解像度の映像信号を、前記ディジタル映像出力端子または前記アナログ映像
出力端子の少なくとも一方から出力させる出力制御ステップと
　を含み、
　前記ディジタルモニタのスペック情報を優先させるように設定された場合、
　　前記決定ステップは、映像信号の解像度を、取得された前記ディジタルモニタのスペ
ック情報が示す最高の解像度に決定し、
　　前記出力制御ステップは、
　　　決定された解像度の映像信号を、前記ディジタル映像出力端子から出力させるとと
もに、
　　　選択された前記アナログモニタのスペックが、決定された解像度の映像信号に対応
可能であるときのみ、決定された解像度の映像信号を、前記アナログ映像出力端子から出
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力させ、
　前記アナログモニタのスペックを優先させるように設定された場合、
　　前記決定ステップは、映像信号の解像度を、選択された前記アナログモニタのスペッ
クが示す最高の解像度に決定し、
　　前記出力制御ステップは、
　　　決定された解像度の映像信号を、前記アナログ映像出力端子から出力させるととも
に、
　　　取得されたスペック情報に基づいて前記ディジタルモニタが、決定された解像度の
映像信号に対応可能であると判断したときのみ、決定された解像度の映像信号を、前記デ
ィジタル映像出力端子から出力させる
　映像信号処理方法。
【請求項６】
　ディジタル映像出力端子およびアナログ映像出力端子を備える映像信号処理装置の制御
用のプログラムであって、
　前記ディジタル映像出力端子に接続されたディジタルモニタのスペックを示すスペック
情報を取得するスペック情報取得ステップと、
　前記アナログ映像出力端子に接続されたアナログモニタのスペックをユーザに選択させ
るスペック選択ステップと、
　取得された前記ディジタルモニタのスペック情報、または選択された前記アナログモニ
タのスペックのどちらを優先させるかをユーザに設定させる設定ステップと、
　前記ディジタル映像出力端子または前記アナログ映像出力端子の少なくとも一方から出
力するための映像信号の解像度を決定する決定ステップと、
　決定された解像度の映像信号を、前記ディジタル映像出力端子または前記アナログ映像
出力端子の少なくとも一方から出力させる出力制御ステップと
　を含み、
　前記ディジタルモニタのスペック情報を優先させるように設定された場合、
　　前記決定ステップは、映像信号の解像度を、取得された前記ディジタルモニタのスペ
ック情報が示す最高の解像度に決定し、
　　前記出力制御ステップは、
　　　決定された解像度の映像信号を、前記ディジタル映像出力端子から出力させるとと
もに、
　　　選択された前記アナログモニタのスペックが、決定された解像度の映像信号に対応
可能であるときのみ、決定された解像度の映像信号を、前記アナログ映像出力端子から出
力させ、
　前記アナログモニタのスペックを優先させるように設定された場合、
　　前記決定ステップは、映像信号の解像度を、選択された前記アナログモニタのスペッ
クが示す最高の解像度に決定し、
　　前記出力制御ステップは、
　　　決定された解像度の映像信号を、前記アナログ映像出力端子から出力させるととも
に、
　　　取得されたスペック情報に基づいて前記ディジタルモニタが、決定された解像度の
映像信号に対応可能であると判断したときのみ、決定された解像度の映像信号を、前記デ
ィジタル映像出力端子から出力させる
　処理を映像信号処理装置のコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像信号処理装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、ディジタル
映像出力端子およびアナログ映像出力端子のそれぞれにモニタを接続している場合におい
て、出力すべき映像信号の解像度を統一するようにした映像信号処理装置および方法、並
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びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン放送を受信するセットトップボックス、DVD(Digital Versatile Disc)に
記録されているコンテンツを再生するDVDプレーヤ、テレビジョン番組を録画して再生す
るDVDレコーダやHDD(Hard Disc Recorder)レコーダ等（以下、これらの機器を映像出力装
置と称する）においては、ビデオ信号を出力するための端子として、コンポジット映像端
子、Ｓ（セパレート）映像端子、コンポーネント映像端子、Ｄ映像端子等が設けられてい
る。これらはいずれもビデオ信号をアナログ信号として出力しているので、以下、アナロ
グ映像出力端子と称する。
【０００３】
　一方、上述したアナログ映像出力端子とは異なり、ビデオ信号をディジタル信号として
出力するHDMI(High Definition Multimedia Interface)端子を備える映像出力装置も存在
する。HDMI端子の長所としては、アナログ映像出力端子がビデオ信号のみを出力すること
に対して、ビデオ信号に加えて音声信号も出力できること、出力すべきビデオ信号が元々
ディジタル信号であるならばアナログ信号に変換せずに出力できるので画質の劣化が少な
いこと、接続先の機器（例えば、テレビジョン受像機）のスペック情報（モニタの解像度
やアスペクト比等）を取得できることなどを挙げることができる。なお、HDMI端子につい
ては、例えば非特許文献１にその詳細が記載されている。
【０００４】
【非特許文献１】EIA/CEA-861B　DRAFT　020328
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、既存の映像出力装置にはアナログ映像出力端子とHDMI端子の両方を備え、そ
れぞれにモニタ（テレビジョン受像機等）を接続可能なものが存在する。当該映像出力装
置において、アナログ映像出力端子とHDMI端子のそれぞれにモニタを接続した場合、それ
ぞれの出力端子から接続先のスペックに合わせたビデオ信号をそれぞれの出力端子から出
力することが望ましい。
【０００６】
　しかしながら、アナログ映像出力端子に接続したモニタとHDMI端子に接続したモニタの
スペックが異なる場合、出力すべきビデオ信号を両モニタのスペックにそれぞれ対応させ
るように解像度等の変換処理を２回実行することは映像出力装置にとって負荷が大きいの
で、両モニタのいずれか一方または共通するスペックに対応して解像度等の変換処理を１
回だけ実行するようにしている。ここで問題となるのは、この変換処理をどのスペックに
合わせるかということである。
【０００７】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、アナログ映像出力端子とHDMI端
子の両方から共通のスペックでビデオ信号を出力する場合のスペックを決定できるように
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の映像信号処理装置は、ディジタル映像出力端子に接続されたディジタルモニタ
のスペックを示すスペック情報を取得するスペック情報取得手段と、アナログ映像出力端
子に接続されたアナログモニタのスペックをユーザに選択させるスペック選択手段と、取
得されたディジタルモニタのスペック情報、または選択されたアナログモニタのスペック
のどちらを優先させるかをユーザに設定させる設定手段と、ディジタル映像出力端子また
はアナログ映像出力端子の少なくとも一方から出力するための映像信号の解像度を決定す
る決定手段と、決定された解像度の映像信号を、ディジタル映像出力端子またはアナログ
映像出力端子の少なくとも一方から出力させる出力制御手段とを含み、ディジタルモニタ
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のスペック情報を優先させるように設定された場合、決定手段は、映像信号の解像度を、
取得されたディジタルモニタのスペック情報が示す最高の解像度に決定し、出力制御手段
は、決定された解像度の映像信号を、ディジタル映像出力端子から出力させるとともに、
選択されたアナログモニタのスペックが、決定された解像度の映像信号に対応可能である
ときのみ、決定された解像度の映像信号を、アナログ映像出力端子から出力させ、アナロ
グモニタのスペックを優先させるように設定された場合、決定手段は、映像信号の解像度
を、選択されたアナログモニタのスペックが示す最高の解像度に決定し、出力制御手段は
、決定された解像度の映像信号を、アナログ映像出力端子から出力させるとともに、取得
されたスペック情報に基づいてディジタルモニタが、決定された解像度の映像信号に対応
可能であると判断したときのみ、決定された解像度の映像信号を、ディジタル映像出力端
子から出力させる。
【０００９】
　本発明の映像信号処理装置は、取得されたスペック情報が示す、ディジタルモニタが対
応可能な複数の解像度をユーザに提示して選択させる解像度選択手段をさらに含むことが
でき、ディジタルモニタのスペック情報を優先させるように設定された場合、前記決定手
段は、映像信号の解像度を、取得されたスペック情報が示す、ディジタルモニタが対応可
能な複数の解像度のうち、ユーザに選択された解像度に決定するようにすることができる
。
【００１０】
　本発明の映像信号処理装置は、出力すべき前記映像信号として、テレビジョン放送信号
を受信する受信手段をさらに含むことができる。
【００１１】
　本発明の映像信号処理装置は、受信された前記テレビジョン放送信号を記録媒体に記録
し、また再生する記録再生手段をさらに含むことができる。
【００１２】
　本発明の映像信号処理方法は、ディジタル映像出力端子に接続されたディジタルモニタ
のスペックを示すスペック情報を取得するスペック情報取得ステップと、アナログ映像出
力端子に接続されたアナログモニタのスペックをユーザに選択させるスペック選択ステッ
プと、取得されたディジタルモニタのスペック情報、または選択されたアナログモニタの
スペックのどちらを優先させるかをユーザに設定させる設定ステップと、ディジタル映像
出力端子またはアナログ映像出力端子の少なくとも一方から出力するための映像信号の解
像度を決定する決定ステップと、決定された解像度の映像信号を、ディジタル映像出力端
子またはアナログ映像出力端子の少なくとも一方から出力させる出力制御ステップとを含
み、ディジタルモニタのスペック情報を優先させるように設定された場合、決定ステップ
は、映像信号の解像度を、取得されたディジタルモニタのスペック情報が示す最高の解像
度に決定し、出力制御ステップは、決定された解像度の映像信号を、ディジタル映像出力
端子から出力させるとともに、選択されたアナログモニタのスペックが、決定された解像
度の映像信号に対応可能であるときのみ、決定された解像度の映像信号を、アナログ映像
出力端子から出力させ、アナログモニタのスペックを優先させるように設定された場合、
決定ステップは、映像信号の解像度を、選択されたアナログモニタのスペックが示す最高
の解像度に決定し、出力制御ステップは、決定された解像度の映像信号を、アナログ映像
出力端子から出力させるとともに、取得されたスペック情報に基づいてディジタルモニタ
が、決定された解像度の映像信号に対応可能であると判断したときのみ、決定された解像
度の映像信号を、ディジタル映像出力端子から出力させる。
【００１３】
　本発明のプログラムは、ディジタル映像出力端子に接続されたディジタルモニタのスペ
ックを示すスペック情報を取得するスペック情報取得ステップと、アナログ映像出力端子
に接続されたアナログモニタのスペックをユーザに選択させるスペック選択ステップと、
取得されたディジタルモニタのスペック情報、または選択されたアナログモニタのスペッ
クのどちらを優先させるかをユーザに設定させる設定ステップと、ディジタル映像出力端
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子またはアナログ映像出力端子の少なくとも一方から出力するための映像信号の解像度を
決定する決定ステップと、決定された解像度の映像信号を、ディジタル映像出力端子また
はアナログ映像出力端子の少なくとも一方から出力させる出力制御ステップとを含み、デ
ィジタルモニタのスペック情報を優先させるように設定された場合、決定ステップは、映
像信号の解像度を、取得されたディジタルモニタのスペック情報が示す最高の解像度に決
定し、出力制御ステップは、決定された解像度の映像信号を、ディジタル映像出力端子か
ら出力させるとともに、選択されたアナログモニタのスペックが、決定された解像度の映
像信号に対応可能であるときのみ、決定された解像度の映像信号を、アナログ映像出力端
子から出力させ、アナログモニタのスペックを優先させるように設定された場合、決定ス
テップは、映像信号の解像度を、選択されたアナログモニタのスペックが示す最高の解像
度に決定し、出力制御ステップは、決定された解像度の映像信号を、アナログ映像出力端
子から出力させるとともに、取得されたスペック情報に基づいてディジタルモニタが、決
定された解像度の映像信号に対応可能であると判断したときのみ、決定された解像度の映
像信号を、ディジタル映像出力端子から出力させる処理を映像信号処理装置のコンピュー
タに実行させる。
【００１４】
　本発明においては、ディジタルモニタのスペック情報を優先させるように設定された場
合、映像信号の解像度が、取得されたディジタルモニタのスペック情報が示す最高の解像
度に決定され、決定された解像度の映像信号が、ディジタル映像出力端子から出力される
とともに、選択されたアナログモニタのスペックが、決定された解像度の映像信号に対応
可能であるときのみ、決定された解像度の映像信号が、アナログ映像出力端子から出力さ
れる。アナログモニタのスペックを優先させるように設定された場合、映像信号の解像度
が、選択されたアナログモニタのスペックが示す最高の解像度に決定され、決定された解
像度の映像信号が、アナログ映像出力端子から出力されるとともに、取得されたスペック
情報に基づいてディジタルモニタが、決定された解像度の映像信号に対応可能であると判
断したときのみ、決定された解像度の映像信号が、ディジタル映像出力端子から出力され
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明を適用した具体的な実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明
する。
【００２４】
　図１は、本発明の一実施の形態である記録再生装置の構成例を示している。この記録再
生装置１は、受信したテレビジョン番組や他の電子機器（例えば、ビデオカメラ等）から
入力されるビデオ信号およびオーディオ信号を記録メディア１６に記録し、記録メディア
１６に記録されているビデオ信号およびオーディオ信号を再生してテレビジョン受像機等
のモニタに出力するものである。
【００２５】
　記録再生装置１において、チューナ１１－１乃至１１－ｎは、それぞれ地上アナログ放
送信号、地上ディジタル放送信号、CATV放送信号、ＢＳアナログ放送信号、ＢＳディジタ
ル放送信号、ディジタルＣＳ放送信号等に対応しており、各放送信号から抽出したビデオ
信号、オーディオ信号および属性データ等をスイッチ１３に出力する。外部入力部１２は
、他の電子機器（例えば、ビデオカメラ等）から入力されるビデオ信号およびオーディオ
信号をスイッチ１３に出力する。以下、チューナ１１－１乃至１１－ｎ、および外部入力
部１２からスイッチ１３に入力されるビデオ信号にのみ着目する。
【００２６】
　スイッチ１３は、ユーザからの操作に従い、チューナ１１－１乃至１１－ｎおよび外部
入力部１２から入力されるビデオ信号のうちの１つをCODEC１４に出力する。また、スイ
ッチ１３は、CODEC１４への出力と同時に、任意のビデオ信号を画枠変換部１７に出力す
ることができる。
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【００２７】
　CODEC１４は、スイッチ１３から入力されたビデオ信号を所定の方式（例えば、MPEG２
方式）を採用してエンコードし、得られる符号化データをドライブ１５に出力する。また
、CODEC１４はドライブ１５によって記録メディア１６から読み出された符号化データを
デコードし、得られるビデオ信号を画枠変換部１７に出力する。ドライブ１５は、CODEC
１４から入力される符号化データを記録メディア１６に記録する。また、ドライブ１５は
、記録メディア１６に記録されている符号化データを読み出してCODEC１４に出力する。
記録メディア１６は、例えば、光ディスク、光磁気ディスク、磁気ディスク、半導体メモ
リ等から構成され、ドライブ１５に対して着脱可能とされている。
【００２８】
　画枠変換部１７は、モニタ情報取得部２０から入力されるHDMI I/F１９に接続されたHD
MI対応モニタ（HDMI対応テレビジョン受像機２等）のスペック（表示可能な解像度、アス
ペクト比等）、解像度設定部２２の設定状態、およびD1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態
を対応表１８に照らし合わせて解像度を決定し、スイッチ１３から入力されるビデオ信号
またはCODEC１４から入力されるビデオ信号を、決定した解像度に変換して、HDMI I/F１
９およびアナログ系I/F２１に出力する。
【００２９】
　HDMI端子を内蔵するHDMI I/F１９は、画枠変換部１７によって解像度が変換されたビデ
オ信号をディジタル信号として、接続されたHDMI対応モニタ（HDMI対応テレビジョン受像
機２等）に出力する。アナログ端子を内蔵するアナログ系I/F２１は、画枠変換部１７に
よって解像度が変換されたビデオ信号をアナログ信号として、接続されたHDMI非対応モニ
タ（テレビジョン受像機３等）に出力する。
【００３０】
　モニタ情報取得部２０は、HDMI I/F１９に接続されているモニタのスペックを取得して
画枠変換部１７に出力する。
【００３１】
　解像度設定部２２は、ユーザからの所定の操作に対応し、モニタ（HDMI対応テレビジョ
ン受像機２および（または）HDMI非対応テレビジョン受像機３）に出力映像解像度設定画
面を表示させ、HDMI I/F１９に接続されているモニタの解像度を優先するか、またはD1/2
/3/4切換ボタン２３の設定を優先するかをユーザに選択させる。なお、この設定は、通常
、記録再生装置１とモニタを接続したときに一度実行すればよい。
【００３２】
　図２は、出力映像解像度設定画面の表示例を示している。この出力映像解像度設定画面
４１にはチェックボックス４２および４３が設けられている。図２においてはチェックボ
ックス４２が選択されている。ユーザはチェックボックス４２を選択することによって、
HDMI I/F１９に接続されているモニタの解像度を優先させる（以下、HDMI解像度優先と記
述する）ように設定することができる。また、ユーザはチェックボックス４３を選択する
ことによって、アナログ系I/F２１に接続されているモニタの解像度を優先させる（以下
、D1/2/3/4設定優先と記述する）ように設定することができる。
【００３３】
　また解像度設定部２２は、ユーザからの所定の操作に対応し、モニタ（HDMI対応テレビ
ジョン受像機２および（または）HDMI非対応テレビジョン受像機３）にHDMI解像度設定画
面を表示させ、HDMI I/F１９から出力するビデオ信号の解像度を、HDMI I/F１９に接続さ
れているモニタが表示可能な最大の解像度にするか、または任意の解像度（５２５ｉ（４
８０ｉ）、５２５ｐ（４８０ｐ）、１１２５ｉ（１０８０ｉ）、あるいは７５０ｐ（７２
０ｐ））にするかをユーザに選択させる。
【００３４】
　図３は、HDMI解像度設定画面の表示例を示している。このHDMI解像度設定画面５１には
チェックボックス５２乃至５６が設けられている。ただし、実際にはチェックボックス５
２乃至５６のうち、HDMI I/F１９に接続されているモニタの表示可能な解像度に対応する
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ものだけが表示される。図３においてはチェックボックス５２が選択されている。ユーザ
はチェックボックス５２を選択することによって、HDMI I/F１９から出力するビデオ信号
の解像度を、HDMI I/F１９に接続されているモニタが表示可能な最大の解像度に設定する
（以下、自動設定と記述する）ことができる。また、ユーザはチェックボックス５３乃至
５６を選択することによって、HDMI I/F１９から出力するビデオ信号の解像度を任意に設
定することができる。
【００３５】
　なお、出力映像解像度設定画面４１においてHDMI解像度優先に設定している場合には、
HDMI解像度設定画面５１において、チェックボックス５２を選択して自動設定に設定する
ようにする。
【００３６】
　図１に戻る。D1/2/3/4切換ボタン２３は、記録再生装置１の筐体外壁面等に設けられて
おり、アナログ系I/F２１に内蔵されたＤ端子に接続されるモニタ（テレビジョン受像機
３等）のスペックに合わせてＤ１乃至Ｄ４のいずれかをユーザが選択できるようになされ
ている。
【００３７】
　図４は、画枠変換部１７に内蔵されている対応表１８の一部を示している。図４に示さ
れた例は、出力映像解像度設定画面４１においてHDMI解像度優先に設定され、HDMI I/F１
９に接続されたモニタの解像度が４８０ｉ（７２０×４８０ｉ）、モニタのアスペクト比
が４：３である場合において、D1/2/3/4切換ボタン２３がＤ１乃至Ｄ４に切り換えられて
いるときのHDMI I/F１９から出力するビデオ信号の解像度と、アナログ系I/F２１のコン
ポーネント映像端子またはＤ映像端子から出力されるビデオ信号の解像度を示している。
この場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態に拘らず、HDMI I/F１９とアナログ系I/F
２１の両方から７２０×４８０ｉ（４：３）のビデオ信号が出力される。
【００３８】
　対応表１８は、図４に示された例の他、以下の１１通りの場合に対応するものが用意さ
れている。
【００３９】
　出力映像解像度設定画面４１においてHDMI解像度優先に設定され、HDMI I/F１９に接続
されたモニタの解像度が４８０ｉ（７２０×４８０ｉ）、モニタのアスペクト比が１６：
９である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態に拘らず、HDMI I/F１９とアナログ系
I/F２１の両方から７２０×４８０ｉ（１６：９）のビデオ信号が出力される。
【００４０】
　出力映像解像度設定画面４１においてHDMI解像度優先に設定され、HDMI I/F１９に接続
されたモニタの解像度が４８０ｐ（７２０×４８０ｐ）、モニタのアスペクト比が４：３
である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１であるときにはHDMI I/F１９から
７２０×４８０ｐ（４：３）のビデオ信号が出力されるが、アナログ系I/F２１からの出
力は停止される。D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ２乃至Ｄ４であるときにはHDMI
 I/F１９とアナログ系I/F２１の両方から７２０×４８０ｐ（４：３）のビデオ信号が出
力される。
【００４１】
　出力映像解像度設定画面４１においてHDMI解像度優先に設定され、HDMI I/F１９に接続
されたモニタの解像度が４８０ｐ（７２０×４８０ｐ）、モニタのアスペクト比が１６：
９である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１であるときにはHDMI I/F１９か
ら７２０×４８０ｐ（１６：９）のビデオ信号が出力されるが、アナログ系I/F２１から
の出力は停止される。D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ２乃至Ｄ４であるときには
HDMI I/F１９とアナログ系I/F２１の両方から７２０×４８０ｐ（１６：９）のビデオ信
号が出力される。
【００４２】
　出力映像解像度設定画面４１においてHDMI解像度優先に設定され、HDMI I/F１９に接続
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されたモニタの解像度が１０８０ｉ（１９２０×１０８０ｉ）、モニタのアスペクト比が
１６：９である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１またはＤ２であるときに
はHDMI I/F１９から１９２０×１０８０ｉ（１６：９）のビデオ信号が出力されるが、ア
ナログ系I/F２１からの出力は停止される。D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ３ま
たはＤ４であるときにはHDMI I/F１９とアナログ系I/F２１の両方から１９２０×１０８
０ｉ（１６：９）のビデオ信号が出力される。
【００４３】
　出力映像解像度設定画面４１においてHDMI解像度優先に設定され、HDMI I/F１９に接続
されたモニタの解像度が７２０ｐ（１２８０×７２０ｐ）、モニタのアスペクト比が１６
：９である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１乃至Ｄ３であるときにはHDMI
 I/F１９から１２８０×７２０ｐ（１６：９）のビデオ信号が出力されるが、アナログ系
I/F２１からの出力は停止される。D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ４であるとき
にはHDMI I/F１９とアナログ系I/F２１の両方から１２８０×７２０ｐ（１６：９）のビ
デオ信号が出力される。
【００４４】

　出力映像解像度設定画面４１においてD1/2/3/4設定優先に設定され、HDMI I/F１９に接
続されたモニタの解像度が４８０ｉ（７２０×４８０ｉ）、モニタのアスペクト比が４：
３である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１であるときにはHDMI I/F１９と
アナログ系I/F２１の両方から７２０×４８０ｉのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切
換ボタン２３の設定状態がＤ２であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナ
ログ系I/F２１から７２０×４８０ｐのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切換ボタン２
３の設定状態がＤ３であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/F
２１から１９２０×１０８０ｉのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切換ボタン２３の設
定状態がＤ４であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/F２１か
ら１２８０×７２０ｐのビデオ信号が出力される。
【００４５】
　出力映像解像度設定画面４１においてD1/2/3/4設定優先に設定され、HDMI I/F１９に接
続されたモニタの解像度が４８０ｉ（７２０×４８０ｉ）、モニタのアスペクト比が１６
：９である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１であるときにはHDMI I/F１９
とアナログ系I/F２１の両方から７２０×４８０ｉのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4
切換ボタン２３の設定状態がＤ２であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、ア
ナログ系I/F２１から７２０×４８０ｐのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切換ボタン
２３の設定状態がＤ３であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/
F２１から１９２０×１０８０ｉのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切換ボタン２３の
設定状態がＤ４であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/F２１
から１２８０×７２０ｐのビデオ信号が出力される。
【００４６】
　出力映像解像度設定画面４１においてD1/2/3/4設定優先に設定され、HDMI I/F１９に接
続されたモニタの解像度が４８０ｐ（７２０×４８０ｐ）、モニタのアスペクト比が４：
３である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１であるときにはHDMI I/F１９か
らの出力は停止され、アナログ系I/F２１から７２０×４８０ｉのビデオ信号が出力され
る。D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ２であるときにはHDMI I/F１９とアナログ系
I/F２１の両方から７２０×４８０ｐのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切換ボタン２
３の設定状態がＤ３であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/F
２１から１９２０×１０８０ｉのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切換ボタン２３の設
定状態がＤ４であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/F２１か
ら１２８０×７２０ｐのビデオ信号が出力される。
【００４７】
　出力映像解像度設定画面４１においてD1/2/3/4設定優先に設定され、HDMI I/F１９に接
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続されたモニタの解像度が４８０ｐ（７２０×４８０ｐ）、モニタのアスペクト比が１６
：９である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１であるときにはHDMI I/F１９
からの出力は停止され、アナログ系I/F２１から７２０×４８０ｉのビデオ信号が出力さ
れる。D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ２であるときにはHDMI I/F１９とアナログ
系I/F２１の両方から７２０×４８０ｐのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切換ボタン
２３の設定状態がＤ３であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/
F２１から１９２０×１０８０ｉのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切換ボタン２３の
設定状態がＤ４であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/F２１
から１２８０×７２０ｐのビデオ信号が出力される。
【００４８】
　出力映像解像度設定画面４１においてD1/2/3/4設定優先に設定され、HDMI I/F１９に接
続されたモニタの解像度が１０８０ｉ（１９２０×１０８０ｉ）、モニタのアスペクト比
が１６：９である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１であるときにはHDMI I
/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/F２１から７２０×４８０ｉのビデオ信号が
出力される。D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ２であるときにはHDMI I/F１９から
の出力は停止され、アナログ系I/F２１から７２０×４８０ｐのビデオ信号が出力される
。D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ３であるときにはHDMI I/F１９とアナログ系I/
F２１の両方から１９２０×１０８０ｉのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4切換ボタン
２３の設定状態がＤ４であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止され、アナログ系I/
F２１から１２８０×７２０ｐのビデオ信号が出力される。
【００４９】
　出力映像解像度設定画面４１においてD1/2/3/4設定優先に設定され、HDMI I/F１９に接
続されたモニタの解像度が７２０ｐ（１２８０×７２０ｐ）、モニタのアスペクト比が１
６：９である場合、D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ１であるときにはHDMI I/F１
９からの出力は停止され、アナログ系I/F２１から７２０×４８０ｉのビデオ信号が出力
される。D1/2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ２であるときにはHDMI I/F１９からの出
力は停止され、アナログ系I/F２１から７２０×４８０ｐのビデオ信号が出力される。D1/
2/3/4切換ボタン２３の設定状態がＤ３であるときにはHDMI I/F１９からの出力は停止さ
れ、アナログ系I/F２１から１９２０×１０８０ｉのビデオ信号が出力される。D1/2/3/4
切換ボタン２３の設定状態がＤ４であるときにはHDMI I/F１９とアナログ系I/F２１の両
方から１２８０×７２０ｐのビデオ信号が出力される。
【００５０】
　次に、画枠変換部１７による解像度決定処理について、図５のフローチャートを参照し
て説明する。
【００５１】
　ステップＳ１においてD1/2/3/4切換ボタン２３は、設定状態（Ｄ１乃至Ｄ４のいずれか
）を取得して画枠変換部１７に出力する。ステップＳ２において解像度設定部２２は出力
映像解像度設定４１に対するユーザの設定（HDMI解像度優先またはD1/2/3/4設定優先）を
取得する。ステップＳ３においてモニタ情報取得部２０は、HDMI I/F１９に接続されてい
るモニタのスペックを取得して画枠変換部１７に出力する。
【００５２】
　ステップＳ４において画枠変換部１７は、ステップＳ２およびＳ３の処理で取得したHD
MI解像度優先であるかD1/2/3/4設定優先であるか、およびHDMI I/F１９に接続されている
モニタのスペック（解像度およびアスペクト比）に基づき、上述した１２通りの対応表１
８のいずれを適用するかを決定する。そして、ステップＳ１の処理で取得したD1/2/3/4切
換ボタン２３がＤ１乃至Ｄ４のいずれであるかを決定した対応表に照らし合わせてビデオ
信号の解像度を決定する。
【００５３】
　例えば、HDMI解像度優先に設定されおり、HDMI I/F１９に接続されているモニタの解像
度が４８０ｉ（７２０×４８０ｉ）、アスペクト比が４：３である場合、図４に示された
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対応表の適用が決定される。そして、D1/2/3/4切換ボタン２３がＤ１乃至Ｄ４のいずれに
設定されているかに応じて解像度が決定される。以上で、画枠変換部１７による解像度決
定処理の説明を終了する。
【００５４】
　以上説明したように、本発明を適用した記録再生装置１においては、HDMI I/F１９とア
ナログ系I/F２１から共通のスペックでビデオ信号を出力するので、解像度等の変換処理
に掛かる負荷を減少させることができる。
【００５５】
　ところで、上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソ
フトウェアにより実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる
場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれ
ているコンピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能
を実行することが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、記録媒体からイ
ンストールされる。
【００５６】
　なお、本明細書において、プログラムに基づいて実行されるステップは、記載された順
序に従って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくとも、
並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明を適用した記録再生装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】出力映像解像度設定画面の表示例を示す図である。
【図３】HDMI解像度設定画面の表示例を示す図である。
【図４】図１の画枠変換部に内蔵された対応表の一部を示す図である。
【図５】図１の画枠変換部による解像度決定処理を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
【００５８】
　１　記録再生装置，　１１　チューナ，　１２　外部入力部，　１３　スイッチ，　１
４　CODEC，　１５　ドライブ，　１６　記録メディア，　１７　画枠変換部，　１８　
対応表，　１９　HDMI I/F，　２０　モニタ情報取得部，　２１　アナログ系I/F，　２
２　解像度設定部，　２３　D1/2/3/4切換ボタン，　４１　出力映像解像度設定画面，　
５１　HDMI解像度設定画面
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